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【全体説明会次第】
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（１）過去の津波被害について

（２）公表された津波高と想定浸水域について

（３）津波を防御する施設の現状とレベル１津波

に対する必要堤防高について

（４）ソフト対策の取り組みについて

（５）津波対策の効果について

（６）今後の予定について



１．過去の津波被害について

１．過去の津波被害
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伊東市における津波災害の歴史

１．過去の津波被害

伊東市資料・東北大学資料より

年代 地震・津波の名前 地震Ｍ
津波高さ
（ｍ）

地区 被害に関する記述

1498 明応津波 - 7.8以上 宇佐美 -

- 市域 743名死亡

9 宇佐美 380余名死亡、300軒余りの家屋流出

-
湯川
松原

湯川・松原両村で10数名程度死亡

5.5以上 松原

- 玖須美 和田村で20軒流出、163名死亡

- 新井 新井地区で18名死亡

5 川奈 200名余死亡

9.8 川奈

1703 元禄地震津波
8.1～
8.2
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伊東市における津波災害の歴史

１．過去の津波被害

伊東市資料・東北大学資料より

年代 地震・津波の名前 地震Ｍ
津波高さ
（ｍ）

地区 被害に関する記述

1854 安政東海地震津波 8.4 - 宇佐美 防波堤破損、漁船が流出

3を超える 宇佐美 漁船32艘、111棟の家屋が流出

- 伊東 329棟の家屋が流出、死者87名、負傷者264名

- 湯川 90棟の家屋が流出

- 松原 48棟の家屋が流出

- 玖須美 185棟の家屋が流出

4.5 新井 6棟の家屋が流出

- 川奈 58棟の家屋が流出、死者3名

- 富戸 漁船が流出、家屋被害無

- 八幡野 漁船が流出、家屋被害無

- 赤沢 漁船が流出、家屋被害無

1923 関東大地震津波 7.9
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伊東市における津波災害の歴史

１．過去の津波被害
伊東の自然と災害 伊東市史別編より

関東大震災による被害
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宇佐美地区付近における津波災害の歴史

１．過去の津波被害

※東北大学の資料により



２．公表された津波高と想定浸水域について

２．公表された津波高と想定浸水域

7



２．公表された津波高と想定浸水域
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静岡県～東海地震への備え～

・昭和53年（1978年）

第1次地震被害想定

・平成5年（1993年）

第2次地震被害想定

・平成13年（2001年）

第3次地震被害想定

第3次地震被害想定の震源断層域
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２．公表された津波高と想定浸水域

平成23年3月11日 東日本大震災の発生



２．公表された津波高と想定浸水域

平成25年 6月 静岡県第4次地震被害想定(第一次報告）の公表

平成25年11月 静岡県第4次地震被害想定(第二次報告）の公表

平成27年 1月 静岡県第4次地震被害想定(※追加資料）の公表

相模トラフ

駿河・南海トラフ
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※追加資料：相模トラフ沿いで発生する地震の地震動・津波浸水想定



区 分 想 定 対 象 地 震

レベル１の
地震・津波

大正型関東地震
（静岡県2013、内閣府2013）

レベル２の
地震・津波

元禄型関東地震
（静岡県2013、内閣府2013）

相模トラフ沿いの最大クラスの地震
（内閣府2013）

２．公表された津波高と想定浸水域

静岡県第4次地震被害想定で対象とする地震

相模トラフ
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想定対象地震

（「平成26年4月25日 地震調査研究推進本部 地震調査委員会」資料に加筆）

想定対象地震の震源
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レベル２地震の震度分布図（内閣府）

伊東市伊東市

２．公表された津波高と想定浸水域



海 面

海岸堤防整備のイメージ図
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レベル2
津波高

L2津波の水面

レベル１
津波高

L1津波の水面

２．公表された津波高と想定浸水域

レベル１津波高とレベル２津波高

今までの施設整備高



２．公表された津波高と想定浸水域

伊東市沿岸の津波高について
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区 分 想定地震
津波高

最大 平均

レベル１ 大正型関東地震
（静岡県） ７ｍ ４ｍ

（内閣府） ９ｍ ５ｍ

レベル２
元禄型関東地震

（静岡県） ８ｍ ５ｍ

（内閣府） １１ｍ ７ｍ

相模トラフ沿いの最大クラスの地震 （内閣府） １７ｍ １１ｍ

参 考

南海トラフ巨大地震 １０ｍ ５ｍ

東海・東南海・南海地震 ３ｍ ２ｍ

レベル１：約200年～400年に１回
レベル２：2300年かそれ以上に1回→相模トラフ沿いの最大クラス



相模トラフ沿いの地震（津波高帯図）

２．公表された津波高と想定浸水域

レベル2
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【伊東市】

平均津波高：11m

最大津波高：17m



２．公表された津波高と想定浸水域

津波浸水域について 《宇佐美地区》

宇佐美小学校

宇佐美中学校

宇佐美保育園

宇佐美駅

宇佐美幼稚園宮川分園

比波預神社

烏川

伊東仲川

伊東宮川
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相模トラフ沿いの
最大クラスの地震

伊
東
線

国道135号

市役所宇佐美出張所
消防署宇佐美分遣所



２．公表された津波高と想定浸水域

伊東市沿岸への津波到達時間について
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区 分 想定地震
最短到達時間 津波高

+50cm +1m +3m +5m +10m 最大津波 最大津波

レベル１ 大正型関東地震
（静岡県） 3分 3分 4分 9分 － 10分 7m

（内閣府） 3分 4分 6分 6分 － 6分 9m

レベル２

元禄型関東地震
（静岡県） 3分 3分 4分 6分 － 10分 8m

（内閣府） 3分 4分 5分 5分 － 5分 11m

相模トラフ沿いの
最大クラスの地震

（内閣府） 3分 3分 4分 4分 4分 4分 17m

参 考
南海トラフ巨大地震 16分 19分 20分 21分 － 21分 10m

東海・東南海・南海地震 19分 20分 26分 － － 26分 3m



３．津波を防御する施設の現状と
レベル１津波に対する必要堤防高について

３．津波を防御する施設の現状とレベル１津波に対する必要堤防高について
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新たな津波の考え方 《津波のレベルについて》
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発生頻度が比較的高く、発生すれば大きな被害をもたらす地
震・津波 「レベル１の地震・津波」

⇒大正型関東地震
※発生間隔：約200～400年

発生頻度は極めて低いが、発生すれば甚大な被害をもたらす
、あらゆる可能性を考慮した最大クラスの地震・津波「レベル２
の地震・津波」

⇒元禄型関東地震、相模トラフ沿いの最大クラスの地震
※発生間隔：約2,300年かそれ以上

３．津波を防御する施設の現状とレベル１津波に対する必要堤防高について



新たな津波対策の基本的な考え方
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これまで…防潮堤等のハード整備により津波の侵入を防ぐ

【津波対策の大前提】
“大きな揺れを感じたらすぐに避難”

レベル１の地震・津波（大正型関東地震）

《防潮堤等のハード対策》+《避難等のソフト対策》

レベル２の地震・津波（元禄型関東地震、相模トラフ最大クラスの地震）

《避難等のソフト対策》+《ハード対策の減災効果》

３．津波を防御する施設の現状とレベル１津波に対する必要堤防高について
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宇佐美地区

宇佐美漁港（市管理）

T.P.とは？…東京湾の平均水面高さ。標高。

国道135号（県管理）

烏川

伊東仲川

伊東宮川

３．津波を防御する施設の現状とレベル１津波に対する必要堤防高について



国道135号（県管理） 宇佐美漁港（市管理）
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宇佐美地区伊東仲川付近

▼既設堤防（道路）T.P.+4.5～+5.8m

レベル１津波に対する必要堤防高：T.P.+9.0m

３．津波を防御する施設の現状とレベル１津波に対する必要堤防高について

T.P.とは？…東京湾の平均水面高さ。標高。



４．ソフト対策の取り組みについて

４．ソフト対策の取り組み
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４．ソフト対策の取り組み

24

津波ハザードマップの作成・配布
東日本大震災以降、海抜１０ｍ以下の地域を暫定的
な津波浸水危険地域としてハザードマップを作成し、
平成２３年度に全戸配布している。

津波避難協力ビルの指定
津波の緊急避難場所として、民間のビ
ルなどを津波避難協力ビルとして指定
している。（５０箇所指定を目標）
平成２６年１１月現在３１箇所を指定 津波避難協力ビル

表示

平成２７年度に新たな想定に基づくハ
ザードマップ作成を予定。
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４．ソフト対策の取り組み

25

津波避難協力ビルの位置
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４．これまでのソフト対策の取り組み
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避難場所表示・海抜表示の設置

・電柱への海抜表示 ４１５箇所

・郵便ポストへの避難場所・海抜表示 １３１ポスト

電柱への海抜表示 郵便ポストへの避難場所・海抜表示
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４．これまでのソフト対策の取り組み
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津波避難行動計画の作成

津波浸水の予想される沿岸の自主防災組織を対象に
組織ごとの津波避難行動計画の作成を推進している。

津波避難訓練の実施

９月１日 総合防災訓練

１２月第１日曜日 地域防災訓練

３月上旬 津波避難訓練



５．津波対策の効果について
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５．津波対策の効果
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L１津波⇒ハード対策

L2津波の水面

避難計画の策定

津波避難ビルの指定

避難階段の設置

L２津波⇒多重防御（ハード対策＋ソフト対策）

ハード対策

ソフト対策

粘り強い構造

嵩上げ

耐震性能の確保
胸壁

粘り強い構造

L1津波の水面

海 面

５．津波対策の効果

津波レベルと対策の効果（イメージ図）



■必要堤防高の確保
レベル１の津波に対して、津波を防御できる高さまで施設の嵩上げを実
施する。

５．津波対策の効果
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ハード対策の事例



５．津波対策の効果

■安全な避難空間の確保
津波到達時間内に安全に避難できるよう、津波避難タワーの設置、津
波避難ビルの指定、避難路の整備等の支援により避難困難エリアの
解消に努める。

津波避難施設
急傾斜施設に設置した
津波緊急避難用階段
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ソフト対策の事例（１）



５．津波対策の効果

■津波に対する防災意識の向上
県民一人ひとりに、津波に関する正確な知識や発災時にとるべき行動
を理解いただけるよう、あらゆる機会をとらえて周知を図るとともに、実
践的な津波避難訓練を定期的に実施する。

防災教育(イメージ）

津波ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ（伊東市）

地域の皆さんによる防災訓練
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ソフト対策の事例（２）



６．今後の予定について
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６．今後の予定
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６．今後の予定

地震による揺れ

（液状化・山・崖崩れ）

津波の到達

生活支障等

災害復旧

人的被害

建物被害

火災被害

野外転倒・落下物

ライフライン被害

交通施設被害

経済被害

地震・津波の発生
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６．今後の予定

想定される津波被害

地域における津波対策の考え方

地区ごとに協議会を開催

どんな地震・津波がくる？
津波が来たらどうなる？

津波から命を守るためには？
事前に備えるためには？

どこへ避難したらよい？
どんな防潮堤をつくる？

具体的対策の検討
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６ ．今後の予定

今後のスケジュール（予定）
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平成２７年２月 津波対策 全体説明会

平成２７年３月～

平成２７年夏頃

地区ごとに地域の代表者や関係
団体等と、津波対策の現状につ
いて情報共有し、今後のソフト対
策や施設のあり方について意見
交換するため議論の場を設けて
いく

中間報告


